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同!柔軟な専用回路の開発を目指して
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このたび，標記の論文で本会論文賞をいただくこ

ととなり，まずは，本論文掲載の際や論文賞選定の

際にご尽力いただいた方々に深く御礼申し上げます.

本賞は，自分には身に余る光栄ですが，地昧な研究

をコツコツと続けてきた苦労と地道な努力が報われ

たようで，とても嬉しく思っております.本賞を励

みにして，今後もより一層の努力をしていこうと思

っている次第です.

本論文の研究は， 2007年に開催された国際会議

IEEE International Conference on Field Programmable 

Logic and Applicationsでのある発表がきっかけにな

りました.ある数学関数の回路設計に関する発表で，

数学関数は汎用プロセッサで計算すると，画像処理

などにおける大半の処理時間が数学関数の計算に費

やされてしまうので，専用回路で高速に計算すべき

であり，近年の応用分野の拡大に伴い，多種多様な

数学関数が使われるようになると ますますその需

要が高まるだろうと，今後の課題を提起していまし

，た.その発表に興味を持った私たちが，早速，調査

してみたところ，実に多種多様な数学関数がさまざ

まな分野で利用されていました.

しかし，よく調べてみると，数学関数の集合全体

で見た場合には，確かに広い応用分野を持っている

のですが，個々の関数で考えると，どの関数も応用

分野が限られてしまう上に，使用頻度も低いため，

関数ごとの専用回路は非常に限られた狭い分野でし

か使えなくなってしまうことが分かりました.関数

ごとの専用回路は性能面で非常に魅力的ですが，こ

のような理由で，大量生産が見込めないため，コス

ト的に難しくなってしまいます.実際に私たちのサ

ーベイの結果でも， 三角関数や対数関数など，数学

関数の中でも特によく利用される関数だけを対象と

した専用回路が提案されており それ以外の関数に

ついては，それらの回路を組み合わせて設計する手

法が用いられていました.

そこで，私たちは，広い応用分野をサポートでき

るほどの柔軟性を持ち なおかつ 専用回路に匹敵

する性能を持った回路を開発しようという目的で研

究を開始しました.この目的を達成するために，多

種多様な数学関数を実現できる書換え可能な専用回

路の開発に着目し 2年の開発および改良期間を経

て，このたびの論文発表へとつながりました.

国内研究会と国際会議での発表でいただいたコメ

ントを参考に改良を加えていき，まとめたものを本

論文誌に投稿しました.運良く採録されただけでな

く，私たちの想像以上の評価が得られ，とても光栄

に思っております.本研究は，まだまだ発展途上な

ので，これからも，内外の多くの優秀な研究者と切

瑳琢磨していくことで，本研究分野の発展と日本の

技術力の向上に少しでも寄与できれば幸いに存じ

ます.
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